
能登半島地震に対応し、医療班と看護師が出発しました

埼玉病院は被災地支援として、
国立病院機構医療班（医師1名、看護師2名、薬剤
師1名、事務員1名）を石川県に派遣しました。
派遣した職員は全員DMAT資格を持つ、災害医療の
スペシャリストです。

また、これとは別に国立病院機構金沢医療センター
への支援として、1ヶ月の予定で看護師1名を派遣し
ました。

埼玉病院は今後も災害拠点病院、DMAT保有医療
機関として被災地支援を続けてまいります。

職員一同、
今回亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げます。

また、被災された方々の身体的・精神的な痛みに寄り添い、早い復興をお祈り
申し上げます。
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